
国鉄分割・民営化に反対し、

１０４７名解雇撤回闘争を支援する全国運動

（国鉄闘争全国運動）

動労千葉鉄建公団訴訟

「解雇撤回・ＪＲ復帰」の高裁判決を求める

署名運動に

ご協力ください



「一審判決は、私たちが不当労

働行為によって職場を奪われた

ことを認めた。不当労働行為を

認めた以上、ＪＲに戻すのが当

たり前だ。自分たちの闘いが

正しかったこと、ＪＲに復帰す

るのが当然だということを裁判

所に認めさせるために、今後と

もご支援をお願いします。」

裁判所が組合差別を認定！

しかし解雇は有効！？

「動労千葉等、分割・民営化に反対する労働組
合に属する職員を不当に差別する目的、動機の
下に、本件名簿不記載基準を策定したと推認す
るのが相当」

「名簿不記載基準が策定されなければ、原告ら

は採用候補者名簿に記載され、その結果、ＪＲ

東日本に採用されていたはずであるといいうる」

動労千葉 鉄建公団訴訟（解雇撤回・原職復帰裁判） ６・２９東京地裁判決文より引用

鉄建公団訴訟 第一回控訴審でアピールする

動労千葉争議団長の高石正博さん。(2012年12月17日)

国鉄分割・民営化では、「国鉄を解体し一旦全員解雇。ＪＲを設立し選別して再雇用」

という方式がとられました。それによって解雇も採用差別も全て正当化されてきました。

今回の６・２９地裁判決では、その不採用とされる基準そのものが不当な目的・動機

によるもので、その基準がなければＪＲに採用されていたはずと認定されました。しか

し、わずかばかりの賠償金のみで解雇は撤回させない、矛盾した判決です。



民営化、外注化、非正規職化…

雇用破壊の全社会化と対決を！

国鉄分割・民営化からの２６年間、「国鉄方式」での解雇や、民営化・外注化によ

る非正規職化が全社会的に蔓延してきました。次々と雇用が破壊され、権利が奪われ
まんえん

ていく。その全てが国鉄分割・民営化から始ったといっても過言ではありません。

国鉄分割・民営化は、２０万人が職場を追われ、２００人もの自殺者を出した巨大

な国家的不当労働行為であり、労働運動の解体を狙った戦後最大の攻撃でした。それ

に対して、あくまで民営化反対を貫き、解雇撤回・原職復帰を掲げて闘われてきたの

が１０４７名の解雇撤回闘争です。それは全労働者の生活と権利、未来をかけた闘い

でもあり、全国各地で多くの支援の行動が生まれて闘われてきました。

しかし２０１０年４月９日の政治和解によって、国労本部など４者４団体は闘いの

旗を降ろしました。この中で私たちは動労千葉の「国鉄闘争の火を消すな」の呼びか

けから、新たに国鉄闘争全国運動を立ち上げ闘いぬいてきました。今回の裁判での前

進は国鉄分割・民営化を曖昧にせずに闘いを継続したことの勝利です。さらなる雇用
あいまい

破壊が進行する中、今度こそ国鉄分割・民営化に決着をつけたいと考えています。



職場で外注化と闘う動労千葉 (写真:２０１２年１０月２日 京葉車両センター)

国鉄分割・民営化以降、ＪＲはあらゆる業務の

外注化を進めようとしてきました。５年で雇い止

めや退職者の再雇用を利用した外注化の推進など、

雇用破壊のモデルを次々と作ってもきています。

これに対して、動労千葉は職場で闘いぬき、１

２年もの間、外注化を阻止し続けてきました。２

０１２年１０月１日の外注化強行にもストライキ

で迎え撃ち、強行された外注化を打ち破るべく職

場から新たな闘いに挑戦しています。解雇撤回も現場での闘いなくして勝ち取ること

はできません。この現場での闘いが裁判闘争での前進も生み出してきました。

＜連絡先＞ 国鉄千葉動力車労働組合

〒２６０－００１７ 千葉市中央区要町２－８ DC会館

（電話）０４３－２２２－７２０７

（FAX）０４３－２２４－７１９７

「解雇撤回・ＪＲ復帰」を求める署名運動の

さらなる拡大にご協力ください

一審判決では、これまでの裁判で

不採用基準が「合理的」と判断され

てきたことを覆す、画期的な内容を

勝ち取りました。ここから、高裁で

解雇撤回を認めさせる、新たな運動

を呼びかけたいと考えています。

そこで皆様の職場や地域のお知り

合いの方などにも、署名を広げてい

ただけないでしょうか。「解雇撤回・

原職復帰」にむけ、皆様のご協力を

いただけたらと思います。

*署名用紙は国鉄闘争全国運動ホームページ

(http://www.doro-chiba.org/z-undou/z-index.

htm)でダウンロードして頂くこともできます。


